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このたび、貴国がニューメキシコ州のサンディア国立研究所において、今年

９月４日と１０月３日の２回、Z マシンを使用した核性能実験を実施していたと

いう情報に接しました。 
オバマ大統領は、「核兵器のない世界」を目指すと演説され、昨年６月には、

ドイツのベルリンで具体的な核軍縮の方針を明らかにされましたが、そのよう

な中で度重なる貴国の核兵器維持のための核実験実施が明らかになった事は、

世界の人びとの期待を裏切る行為であり、「核兵器廃絶」に向けて努力をされて

いるとは考えにくく、北東アジアに住む私たち被爆国自治体の住民をはじめ、

世界の人々の不安を一層高めるもので、誠に遺憾であり断じて容認することが

できません。 
私たちは、貴国に対して、超大国として誠実に核軍縮に取り組み、核廃絶に

向けた主導的役割を果たすよう強く求めます。 
私たち、伊丹市国際・平和交流協会は、今回を含めた一連の核実験に対して

強く抗議するとともに、今後一切の核実験の中止を英断されるよう求めます。 
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